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口
八
丁
手
八
丁
と
い

う
言
葉
は
、
言
う
事
も

や
る
事
も
達
者
な
こ
と

を
い
う
が
、
あ
ま
り
い

い
意
味
で
の
使
い
方
は

し
な
い
よ
う
だ
。
ど
こ

か
、
英
語
の
ス
マ
ー
ト

と
い
う
言
葉
に
通
じ
る

気
が
す
る
。
ス
マ
ー
ト
と
い
う
言

葉
に
は
、
ず
る
賢
い
と
か
抜
け
目

が
な
い
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
籠

も
っ
て
い
る
か
ら
だ
▼
今
の
世
の

中
、
ど
う
も
口
八
丁
手
八
丁
や
ス

マ
ー
ト
と
称
さ
れ
る
人
間
の
ほ
う

が
重
宝
さ
れ
る
よ
う
で
、
愚
直
な

人
間
な
ど
は
肩
身
が
狭
い
。
な
ん

と
い
っ
て
も
ス
ピ
ー
デ
ィ
で
価
値

が
素
早
く
評
価
で
き
る
こ
と
が
ま

ず
も
っ
て
大
事
と
さ
れ
る
の
だ
▼

随
分
昔
の
こ
と
だ
が
、
太
平
洋
側

の
名
古
屋
市
か
ら
日
本
海
側
の
金

沢
市
ま
で
街
道
筋
に
桜
を
植
え
、

桜
の
ト
ン
ネ
ル
を
作
ろ
う
と
し
た

人
が
い
た
。
そ
の
人
は
両
市
を
結

ぶ
、
今
は
な
い
国
鉄
バ
ス
の
名
金

急
行
線
の
車
掌
さ
ん
で
あ
っ
た
。

志
半
ば
に
し
て
病
で
倒
れ
47
歳
で

亡
く
な
る
ま
で
の
12
年
間
に
、
約

2
0
0
0
本
の
桜
を
植
え
た
と

い
う
。
没
後
、
遺
志
は
受
け
継
が

れ
桜
の
苗
木
は
植
え
続
け
ら
れ
た

そ
う
だ
▼
何
の
見
返
り
も
な
い
、

手
間
と
時
間
の
掛
か
る
行
為
で
あ

る
。
こ
の
こ
と
は
映
画
や
ド
ラ
マ

に
も
な
っ
た
。
こ
れ
も
心
を
打
つ

も
の
が
あ
る
か
ら
だ
ろ
う
。
人
間

は
、
効
率
と
か
、
費
用
対
効
果
と

か
、
数
値
だ
け
に
動
か
さ
れ
る
も

の
で
は
な
い
。
ひ
と
す
じ
で
愚
直

と
も
言
え
る
行
い
に
、
心
を
引
き

つ
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
ろ
う
▼
人

を
出
し
抜
い
た
り
、
利
己
的
な
ふ

る
ま
い
が
幅
を
き
か
せ
る
世
の
中

だ
け
に
、
そ
の
愚
直
さ
が
今
も
っ

て
忘
れ
ら
れ
な
い
。

　
令
和
元
年
の
台
風
15
号
・
19
号
の
風
水
害
に
よ
る
被
災
地
を
支
援
す
る
た
め
の
義
援
金
を
募
っ
て
い
た
天
台
宗
で
は
、
3
月
よ
り
被
災
し

た
自
治
体
に
義
援
金
の
寄
託
を
始
め
た
。
先
月
16
日
に
は
寺
本
亮
洞
総
務
部
長
、
小
森
文
道
延
暦
寺
副
執
行
、
木
本
清
玄
埼
玉
教
区
宗
務
所

長
が
埼
玉
県
庁
を
訪
問
し
、
3
0
0
万
円
を
飯
島
寛
副
知
事
に
手
渡
し
た
。

　
昨
年
9
月
に
発
生
し
た
台
風
15

号
・
19
号
に
よ
り
全
国
各
地
で
甚

大
な
被
害
が
発
生
し
た
こ
と
を
受

け
、
天
台
宗
で
は
10
月
17
日
付
け

で
「
令
和
元
年
台
風
15
号
・
19
号

風
水
害
天
台
宗
災
害
対
策
本
部
」

（
本
部
長
・
杜
多
道
雄
宗
務
総
長
）

を
設
置
。
天
台
宗
と
延
暦
寺
内
局

で
構
成
さ
れ
、
副
本
部
長
に
小
堀

光
實
延
暦
寺
執
行
、
事
務
局
長
に

寺
本
総
務
部
長
が
就
任
し
、
被
災

寺
院
お
よ
び
各
被
災
地
の
視
察
と

お
見
舞
い
を
行
っ
て
き
た
。

　
そ
の
他
、
被
災
寺
院
へ
の
見
舞

金
や
檀
信
徒
へ
の
お
見
舞
い
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
う
団
体
へ

の
支
援
を
表
明
し
、
同
時
に
義
援

金
募
金
の
お
願
い
を
全
教
区
寺
院

に
呼
び
か
け
て
い
た
。

　
義
援
金
は
、
2
月
末
ま
で
に
約

2
4
0
0
万
円
が
寄
せ
ら
れ
、
埼

玉
県
の
他
、
福
島
県
（
5
0
0
万

円
）、
宮
城
県
（
3
0
0
万
円
）、

長
野
県
（
2
0
0
万
円
）、
千
葉

県
（
2
0
0
万
円
）
の
各
県
庁
を

訪
問
、
茨
城
県
、
栃
木
県
、
静
岡

県
に
1
0
0
万
円
ず
つ
送
付
し

計
1
8
0
0
万
円
を
寄
託
し
た
。

　
埼
玉
県
庁
で
飯
島
副
知
事
と
面

会
し
た
寺
本
総
務
部
長
は
、
床
上

床
下
浸
水
な
ど
の
被
害
に
あ
っ
た

埼
玉
教
区
内
寺
院
を
視
察
し
た
結

果
を
報
告
。飯
島
副
知
事
か
ら
は
、

県
内
の
被
害
状
況
を
聞
い
た
。

　
飯
島
副
知
事
は
「
今
な
お
仮
設

住
宅
で
生
活
さ
れ
て
お
ら
れ
る
被

災
者
の
方
々
が
多
く
お
ら
れ
ま

す
。
お
気
持
ち
を
い
た
だ
け
る
の

は
大
変
あ
り
が
た
く
、
大
切
に
使

わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」
と
感
謝

を
述
べ
た
。

　
台
風
15
号
に
よ
る
被
害
で
は
、 

神
奈
川
、
東
京
、
北
総
、
南
総
、 

埼
玉
、
茨
城
の
6
教
区
で
、
墓
石

の
破
損
、
本
堂
の
瓦
・
外
壁
破
損
、 

雨
漏
り
、
庫
裡
、
山
門
の
破
損
、 

倒
木
な
ど
の
被
害
が
出
て
い
る
。 

　
南
総
で
は
崖
崩
れ
や
浸
水
な
ど

の
被
害
も
。

　
ま
た
、
そ
の
後
に
襲
来
し
た
19

号
で
も
滋
賀
、
信
越
、
東
京
、
栃

木
、
福
島
の
各
教
区
で
被
害
が
出

て
い
た
。

右
か
ら
木
本
埼
玉
教
区
宗
務
所
長
、
寺
本
総
務
部
長
、
飯
島
埼
玉
県
副
知
事
、
小
森
延
暦
寺
副
執
行

令
和
元
年
台
風
15
号
・
19
号
風
水
害
被
災
地
を
支
援

各
自
治
体
に
義
援
金
を
寄
託埼玉県庁へ 300万円を持参

福
島
、
宮
城
、
長
野
、
千
葉
、

茨
城
、
栃
木
、
静
岡
の
各
県
に
も


